
 

第 196号     大  原  山  報 令和 5年（2023年）8月 1日 

  

1 

   

 

第
三
回
暁

天

ぎ
ょ
う
て
ん

講
座

こ
う
ざ

の
ご
案
内 

夏
の
清
々
し
い
早
朝
に
、
あ
な
た
も
佛
の
縁
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

佛
教
、
人
生
、
文
化
、
健
康
な
ど
、
お
話
を
聞
く

こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
充
実
し
た
生
活

を
送
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

檀
信
徒
の
皆
様
は
勿
論
、
広
く
一
般
の
方
々
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
ご
来
聴
下
さ
い
。 

 

 
 

西
福
寺
寺
務
所 

お
施
餓
鬼
の
心 

 
 
 
 
 
 

 

大
原
山
の
お
盆
の
行
事
で
あ
る
「
大
寄
法
要
」
の

水
向
け
施
餓
鬼
に
は
『
大
寄
り
』
と
申
す
よ
う
に
、

有
縁
の
亡
き
精
霊
が
集
い
寄
る
と
言
わ
れ
、
檀
家
だ

け
で
な
く
縁
故
寺
院
の
檀
信
徒
は
も
と
よ
り
、
近
隣

各
地
よ
り
大
勢
の
信
者
さ
ん
が
沢
山
参
詣
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
水
向
け
施
餓
鬼
、
祠
堂
施
餓
鬼
、
初

盆
施
餓
鬼
を
勤
め
ま
す
。
ま
た
、
六
日
の
朝
に
原
の

村
施
餓
鬼
を
勤
め
ま
す
し
、
お
盆
の
棚
経
参
り
も
基

本
は
お
施
餓
鬼
で
す
。 

 

施
餓
鬼
の
施
と
は
、
ほ
ど
こ
す
こ
と
で
陀
羅
尼
を

称
え
、
水
向
（
手
向
け
水
）
し
て
、
皆
が
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
に
普
く
施
す
布
施
の
心
を
養
う
大
切
な

お
勤
め
で
す
。 

 

施
餓
鬼
と
は
、
言
葉
通
り
解
釈
す
る
と
、
餓
鬼
道

の
世
界
に
落
ち
て
苦
し
ん
で
迷
え
る
餓
鬼
に
飲
食 

 

を
施
し
、
供
養

る
こ
と

を
第
一
の
目
的
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
功
徳
を

先
祖
の
供
養
に
ふ
り
む
け
（
回
向
）、
極
楽
浄
土
で
や

す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
念
じ
、
更
に
施
主
の
福
徳

延
壽
を
願
う
も
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
今
日
有
る
は
、
先
祖
の
お
陰
。
自
分
自
身

に
与
え
ら
れ
た
、
生
か
さ
れ
て
い
る
生
命
に
感
謝
し
、

今
は
亡
き
先
祖
の
霊
を
回
向
し
て
ご
供
養
申
し
上

げ
る
法
要
で
す
。 

 

物
の
尊
さ
や
有
り
難
さ
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
て

金
・
金
・
金
と
お
金
で
満
た
さ
れ
る
事
が
最
上
の
幸

福
と
思
い
込
み
、
お
金
儲
け
に
走
り
詐
欺
・
賄
賂
・

横
領
・
使
い
込
み
を
平
気
で
し
て
し
ま
う
厚
顔
無
恥

な
銭
餓
鬼
。 

 

遺
産
相
続
で
親
子
兄
弟
が
仲
違
い
、
友
人
を
も
裏

切
り
保
険
金
を
掛
け
て
夫
婦
が
親
子
が
殺
し
合
う

悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
顔
に
人
間
の
仮
面

を
被
っ
た
餓
鬼
そ
の
も
の
で
す
。 

 

食
べ
物
を
粗
末
に
し
、
弱
い
命
を
破
棄
し
な
が
ら

も
何
の
恥
じ
ら
い
も
知
ら
な
い
餓
鬼
。
自
分
さ
え
良

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
エ
ゴ
餓
鬼
。 

 

も
っ
と
幸
せ
に
、
も
っ
と
豊
か
に
、
あ
れ
も
欲
し

い
こ
れ
も
欲
し
い
。
家
族
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
日
々

に
満
足
せ
ず
、
欲
し
い
欲
し
い
の
欲
望
の
深
さ
が
、

生
き
な
が
ら
に
し
て
餓
鬼
の
心
を
作
っ
て
い
る
の 

等
の
多
く
の
生
命
を
奪
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
を
尊
び
、
お
か
げ
さ

ま
の
心
を
養
う
。
自
分
だ
け
が
良
か
っ
た
ら
良
い
の

で
は
な
い
。
全
て
の
生
命
、
全
て
の
人
々
が
救
わ
れ

る
事
を
願
う
の
が
施
餓
鬼
で
す
。 

             

山
主 

戒
誉
信
玄 

※

越

の

秀

嶺 

西

福

寺 

勅

願

所 

骨

仏

の

寺 

勝

運

の

寺 

※徳川御三家・御三卿、越前・会津（松平家）の方がご住職となられた寺は『秀嶺』と呼ばれる。 

記 

８
月
３
日(

木)

朝
６
時
よ
り
７
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

講
師 

西
福
寺
住
職 

 

二
橋
信
玄
山
主 

 

８
月
４
日(

金)

朝
６
時
よ
り
７
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
師 

敦
賀
市
市
長 

 

米
澤
光
治
氏 

※
一
般
来
聴
歓
迎
（
無
料
）。
朝
粥
供
養
あ
り
。 

 

施
し
、
供
養
を
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
功
徳
を
先
祖
の
供
養
に
ふ
り
む
け
（
回

向
）
、
極
楽
浄
土
で
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
念
じ
、

更
に
施
主
の
福
徳
延
壽
を
願
う
も
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
今
日
有
る
は
、
先
祖
の
お
陰
。
自
分
自
身
に

与
え
ら
れ
た
、
生
か
さ
れ
て
い
る
生
命
に
感
謝
し
、
今

は
亡
き
先
祖
の
霊
を
回
向
し
て
ご
供
養
申
し
上
げ
る

法
要
で
す
。 

 

物
の
尊
さ
や
有
り
難
さ
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
て
金
・

金
・
金
と
お
金
で
満
た
さ
れ
る
事
が
最
上
の
幸
福
と
思

い
込
み
、
お
金
儲
け
に
走
り
詐
欺
・
賄
賂
・
横
領
・
使

い
込
み
を
平
気
で
し
て
し
ま
う
厚
顔
無
恥
な
銭
餓
鬼
。 

 

遺
産
相
続
で
親
子
兄
弟
が
仲
違
い
、
友
人
を
も
裏
切

り
保
険
金
を
掛
け
て
夫
婦
や
親
子
が
殺
し
合
う
悲
惨

な
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
顔
に
人
間
の
仮
面
を
被
っ

た
餓
鬼
そ
の
も
の
で
す
。 

 

食
べ
物
を
粗
末
に
し
、
弱
い
命
を
破
棄
し
な
が
ら
も

何
の
恥
じ
ら
い
も
知
ら
な
い
餓
鬼
。
自
分
さ
え
良
け
れ

ば
よ
い
と
い
う
エ
ゴ
餓
鬼
。 

 

も
っ
と
幸
せ
に
、
も
っ
と
豊
か
に
、
あ
れ
も
欲
し
い

こ
れ
も
欲
し
い
。
家
族
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
日
々
に
満

足
せ
ず
、
欲
し
い
欲
し
い
の
欲
望
の
深
さ
が
、
生
き
な

が
ら
に
し
て
餓
鬼
の
心
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
人
と

し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
私
達
も
、
施
す
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
、
必
ず
餓
鬼
道
に
落
ち
ま
す
。 

 

人
の
生
命
は
、
生
命
あ
る
肉
や
魚
そ
し
て
穀
物
野
菜 

 

を 
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山
田 

敏
夫 

景
山 

誠
治 

景
山 

恒
典 

松
橋 

寿
造 

松
橋 

寿
造 

松
橋 

寿
造 

川
埼 

ゆ
か
り 

赤
田 

亜
希
子 

谷
津 

眞 

夫 

     

父 父 義
母 

願
譽
本
国
浄
誓
大
姉 

景
山
誠
治
家
先
祖
代
々 

景
山
富
雄
家
先
祖
代
々 

久
保
家
先
祖
代
々 

戒
譽
圓
月
了
頓
居
士 

圓
譽
春
月
浄
心
大
姉 

秋
岳
浄
斉
信
士 

洋
月
栄
進
禅
定
門 

晴
風
美
進
信
女 

 

【
本
年
度 

新
祠
堂
開
白
芳
名
】 

施
主 

 
  

続
柄 

 
 

戒 
 

名 

         

【
大
寄
祠
堂
施
餓
鬼
特
別
回
向
芳
名
】 

 

山
口
総
直 

松
谷
恵
美
子 

塩
津
卓
雄 

田
中
康

弘 

森
口
久
次
郎 

加
藤
信
夫 

村
野
平
太
郎 

比
田
紘 

増
田
久
兵
衛 

道
白
音
松 

篠
原
幸
子 

宮
川
清
裕 

河
瀬
重
兵
衛 

尾
子
徳
治
郎 

船
野

清 
河
瀬
照
子 

坪
谷
俊
治 

山
本
冨
美
枝 

宮

本
潔 
窪
田
実 

坂
元
と
み
ゑ 

宮
川
亜
米
子 

寺
村
政
男 
保
花
一
雄 

中
村
伊
予 

川
田
義
昭 

松
葉
利
彦 

萩
浦
ま
さ 

加
藤
吉
兵
衛 

的
場
治

良
四
郎 

浜
野
寛 
塩
津
大
蔵 

増
田
孫
治
郎 

道
白
正
治 

小
島
学 
松
葉
武
士 

山
口
末
松 

松
島
実 

谷
出
耀
子 
石
谷
英
丸 

泉
正
信 

幸

田
達
雄 

杉
田
重
太
郎 

加
々
爪
常
吉 

辻
子
彦

右
エ
門 

松
永
俊
郎 

吉
田
治 
山
口
清
美 

堂

田
竹
男 

稲
葉
均 

谷
川
浩
治 
中
川
義
郎 

大

矢
隆
栄 

窪
田
平
三
郎 

浜
野
治
良
作 
森
口
仁

平 

南
徹 

畑
田
婦
身
子 

畑
守
政
雄 
川
嵜
修

護 

奥
長
彦 

田
中
真
一 

辻
仁
太
郎 

熊
谷
丹

後 

谷
出
又
六 

前
田
信
治 

松
原
晟
雄 

大
矢

実 

中
村
信
一 

北
村
喜
久
治 

奥
田
孫
太
郎 

坂
本
あ
い
子 

森
口
寿
夫 

上
田
と
み 

谷
出
晴

彦 

笹
谷
ヤ
ス
子 

水
口
寿 

松
葉
馥 

角
谷
勇 

向
山
利
幸 

田
中
幸
一
郎 

山
口
末
七 

大
平
正

幸 

松
永
勇 

和
田
彦
太
夫 

村
尾
寿
一 

中
島

栄
作 

田
中
正
勝 

井
上
ま
き 

保
花
甚
五
郎 

稲
葉
一
男 

上
田
耕
作 

松
永
勇 

上
野
傑 

 

山
田
真
史 

窪
田
き
く
ゑ 

松
葉
功 

沢
崎
留
吉 

宮
原
貞
治 

定
徳
武
夫 

藤
原
藤
雄 

中
村
直
行 

向
山
治
良
エ
門 

上
田
弥
五
郎 

久
保
富
子 

川

口
光
夫 

金
井
勇 

金
井
基
晴 

西
念
寺 

野
崎

奥
右
ヱ
門 

堀
口
三
郎 

向
山
静 

松
村
作
幸 

塩
谷
い
と 

松
永
茂 

原
す
ゑ
子 

足
立
友
成 

小
森
富
美
子 

宗
野
か
の 

松
永
越
中 

前
田
賢

次 

畠
中
晃 

南
繁
治 

大
谷
輝
夫 

金
森
慶
有 

高
岸
裕 

村
口
治
良
作 

高
松
顕 

山
田
し
ず
江 

田
辺
一
郎 

稲
葉
信
孝 

砂
合
一
男 

沢
崎
喜
代

治 

今
村
き
く 

奥
田
善
四
郎 

稲
葉
麗
子 

堂

田
唯
雄 

畑
中
真 

奥
田
徹 

東
正
太
郎 

朝
見

孫
兵
ヱ 

小
形
弥
三
兵
エ 

角
野
と
し
子 

扇
武

三 

山
内
茂 

奥
野
洋
一 

 

宮
原
敏
雄 

谷
出

与
吉 

景
山
孝
一 

北
野
信
吾 

奥
田
小
司 

福

島
尚
樹 

奥
田
弥
五
郎 

北
野
春
雄 

藤
井
英
子 

田
中
直
行 

奥
野
は
る
ゑ 

磯
辺
仙
伍 

芳
井
能

堀 

二
ツ
矢
セ
イ 

村
井
や
え
子 

河
端
副
成 

籾
山
ま
さ
子 

坂
木
淨
昭 

高
岸
政
子 

幸
田
国

男 

平
野
一
志 

佐
藤
登 

川
端
満 

中
川
助
一 

稲
葉
代
四
輝 

久
保
幸
次
郎 

藤
原
亨 

西
福
寺

弟
子 

宗
野
冨
美
子 

宗
野
宗
子 

河
地
春
子 

幾
野
こ
と 

川
田
智
経 

辻
康
弘 

山
川
俊
夫 

藤
田
憲
治 

山
口
久 

竹
中
春
夫 

河
端
公 

河

端
深 

村
田
栄
松 

畠
中
ヨ
シ
エ 

中
山
き
み
子 

長
谷
部
哲 

松
永
昭
治 

奥
田
菊
次
郎 

畠
中
博

明 

和
田
保 

山
本
春
子 

景
山
勝
次
郎 

上
田

健
蔵 

幸
田
慶
久 

景
山
隆
茂 

井
垣
公
江 

 

 

大
寄
法
要
の
御
案
内 

 

大
寄
法
要
に
は
、
皆
様
方
の
ご
先
祖
様
の
精

霊
塔
婆
に
一
滴
の
浄
水
を
た
む
け
、
心
か
ら
御

霊
や
す
か
れ
と
願
い
を
込
め
て
お
念
仏
を
お
称

え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
檀
信
徒
有
縁
の
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
お
参
り
下
さ
る
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 

西
福
寺
寺
務
所 

 
 

八
月
八
日
㈫ 

 

午
後
六
時 

御
逮
夜
法
要 

 

八
月
九
日
㈬ 

午
前
六
時 

お
あ
さ
じ 

 
 

 

八
時 

水
向
け
大
施
餓
鬼
会 

九
時 

法
話 

十
時 

祠
堂
施
餓
鬼
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
中
法
要 

  
 

 

午
後
一
時 

初
盆
特
別
施
餓
鬼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（西
福
寺
檀
家
の
み
） 

 

法
話 

総
本
山
知
恩
院
布
教
師 

小
今
阿
弥
陀
寺
住
職 

稗
貫
光
遠 

師 
 

※
水
向
け
塔
婆
の
事
前
申
込
の
受
付
い
た
し 

ま
す
。 

※
マ
ス
ク
等
感
染
対
策
は
各
自
責
任
で
ご
留
意 

く
だ
さ
い
。 
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畑
井
国
蔵 

菅
野
倉
雄 

赤
田
俊
一 

稲
葉
彦
作 

 
 

上
山
こ
よ
し 

山
田
豊
幸 

角
野
宗
雄 

保
花

馨 

大
塚
祐
司 

久
保
吉
郎 

西
福
寺
遺
弟 

吉
田
邦
夫 

上
野
秀
子 

岡
田
義
和 

増
尾
正

畑
田
彦
兵
衛 

光
友
喜
久
夫 

吉
岡
一
幸 

畑

守
学 

松
岸
寺 

森
本
睦
枝 

高
谷
皓
之 

寺

田
幸
男 

山
田
順 

中
川
信
夫 

髙
橋
淳
子 

小
島
紀
弘 

松
永
治
左
ヱ
門 

谷
出
斉 

東
谷

清 

宮
原
継
男 

浜
野
伸
浩 

八
田
曻
太
郎 

辻
仁
太
郎 

壁
腰
力 
湯
口
俊
雄 

南
尚
子 

甫
里
定
信 

山
口
正
視 

江
戸
正
五 

岡
本
治

雄 

奥
井
治 

松
永
茂 

藤
井
博
貴 

芝
原
浩 

道
白
順
一 

久
保
与
治
平 

上
田
三
壽 

古
木

正
男 

浜
野
幸
一 

熊
谷
陽 

山
口
忠
次 

吉

野
俊
之 

久
保
逸
男 

藤
本
輝
孝 

河
辺
治
良

兵
エ 

菅
原
美
枝
子 

稲
葉
麗
子 

増
田
孫
四

郎 

鳥
居
忠 

中
村
太
門 

景
山
良
三
郎 

谷

口
末
治 

奥
田
小
司 

北
村
と
ら
を 

中
村
利

雄 

澤
崎
和
典 

野
崎
治
良
兵
エ 

熊
谷
陽 

江
良
み
ど
り 

中
村
信
子 

加
藤
繁 

桐
畑
よ

し
え 

宮
原
敏
雄 

保
花
政
春 

原
す
ゑ
子 

加
藤
吉
美 

金
井
昌
子 

川
田
三
郎 

加
藤
敏

枝 

清
水
誠
一 

松
田
春
美 

森
田
恵
子 

河

端
公 

東
五
右
エ
門 

橋
詰
進 

坂
本
富
之
助 

久
保
旬
子 

保
花
博 

川
端
昇 

幸
田
繁 

中

村
誠
一 

前
田
信
治 

上
田
一
栄 

中
川
武
郎 

 

澤
崎
喜
平 

山
田
正
文 

田
中
肇 

石
川
清 

岡
本
喜
美
雄 

赤
澤
貞
夫 

瀧
波
正
雄 

兄
弟

弟
子 

山
本
勲 

山
本
弘
子 

壁
越
学 

津
田

博 

松
橋
寿
造 

西
尾
純
一 

赤
星
亮
一 

東

昭 

田
中
信
子 

川
井
和
男 

坂
木
淨
昭 

森

口
明 

原
幸
子 

山
本
耕
吉 

加
藤
守 

森
田

勝
治 

景
山
泰
裕 

井
口
留
夫 

山
中
慶
子 

西
一
英 

久
保
隆
夫 

上
田
一
宏 

加
藤
誠
治 

森
田
信
一 

増
田
次
郎
太
夫 

南
繁
治 

増
田

強
一 

高
松
顕 

芝
原
利
雄 

松
永
敏
雄 

松

島
實 

川
端
昇 

赤
田
百
合
子 

加
藤
彰 

宇

野
三
雄 

稲
葉
良
一 

山
田
清
雲 

上
田
行
弘 

景
山
隆
茂 

中
村
昭
彦 

鷲
田
清
子 

柳
田
富

美
子 

学
正
末
治 

芝
原
利
雄 

川
久
保
孝
夫 

豊
川
た
つ 

奥
野
一
義 

糀
谷
實 

松
永
義
一 

大
矢
隆
栄 

橋
本
国
男 

篠
田
敏 

今
度
和
雄 

赤
星
英
之 

石
畑
容
子 

小
林
明
美 

柳
田
富

美
子 

大
道
正
彦 

北
川
久
生 

窪
田
き
く
ゑ 

久
保
逸
男 

中
村
貫
之 

野
崎
雪 

景
山
義
行 

八
田
昇
太
郎 

辻
子
嘉
郎 

柴
田
健
次 

西
村

誠 

金
井
隆
幸 

 
 

澤
崎
宇
平 

金
井
義
金 

朝
見
一 

谷
口
渥
子 

大
矢
英
樹 

橋
詰
貢 

谷
口
政
子 

吉
水
正
善 

松
重
澪
子 

中
村
義

治 
岡
本
す
え
子 

浜
野
学 

松
永
暎 

清
水

賢
涼 
菅
野
光
男 

赤
田
稔 

橋
本
と
み
子 

河
辺
真
奈
己 
東
秀
一 

田
中
和
子 

高
橋
肇 

奥
田
敏
明 
内
藤
一
彦 

井
上
紀
美
子 

伊
原

透 

的
場
健
夫 
畑
中
卓
実 

大
谷
輝
夫 

稲

葉
み
ど
り 

瀧
脇
秀
夫 
畑
守
芳
子 

金
子
久

美
子 

上
野
齊 

森
下
里
美 

畠
中
陽
子 

松

永
勇
二 

松
永
一
孝 

窪
田
俊
美 

鳥
居
忠 

稲
葉
博
暁 

田
中
久
子 

足
立
佐
智
子 

吉
田

裕 

景
山
健
一 

垂
水
壽
美
子 
朝
見
勇 

 

林
三
喜
夫 

遠
藤
智 

久
保
富
子 

長
谷
川
富

夫 

堂
下
武
雄 

奥
村
照
男 

稲
葉
均 
森
田

芳
樹 

赤
田
晴
彦 

林
美
知
子 

上
見
常
男 

池
本
英
男 

向
山
功 

山
本
み
つ
江 

高
橋
み

や
子 

濱
上
和
夫 

松
葉
憲
明 

伊
原
美
里 

櫛
村
繁
一 

田
倉
祐
士 

久
保
富
子 

堀
口
保

雄 

辻
す
み
子 

川
田
克
己 

中
谷
愛
子 

山

本
忠
一 

稲
葉
良
一 

町
野
恵 

河
辺
久
男 

谷
出
修 

遊
津
一
徹 

畑
幸
夫 

濱
野
伸
浩 

畑
芳
則 

南
隆
弘 

稲
葉
俊
郎 

花
木
信
徹 

中
川
巧 

和
田
宗
晴 

【
普
通
回
向
芳
名
】 

大
音
次
男 

北
五
右
エ
門 

宮
本
弥
次
郎 

田

中
平
七 

田
中
平
右
エ
門 

幸
田
藤
次
郎 

辻

清
松 

加
藤
彦
太
郎 

浜
野
幸
一 

芝
原
久
五

郎 

高
橋
き
み
子 

山
中
隆 

沢
崎
博 

赤
田

正
美 

加
藤
鋭
史 

中
村
一
夫 

櫛
村
繁 

井

上
梅
野 

金
井
源
兵
衛 

庄
司
政
雄 

橋
詰
石

男 

立
木
九
兵
衛 

山
形
政 

岩
谷
民
次
郎 

増
田
孫
四
郎 

橋
詰
孫
太
夫 

上
田
晴
義 

西

浦
幸
一
郎 

臼
井
隆 

奥
井
静 

浜
上
も
と 

良
方
日
出
男 

大
友
英
和 

稲
葉
敏
雄 

本
田

仁
三
郎 

東
甚
右
エ
門 

沢
田
正
夫 

飯
田
は

る
江 

田
中
信
枝 

藤
井
ち
か 

野
崎
雪 

沢

崎
正
夫 

奥
田
す
え
の 

寺
谷
ハ
ス
エ 

古
木

正
男 

原
田
芳
造 

下
山
啓
造 

鳥
羽
鉄
男 

野
村
清
二 

増
田
次
郎
太
夫 

向
山
和
治 

川

井
和
男 

谷
口
幸
一
郎 

山
田
一
博 

奥
田
カ

ヅ
子 

澤
崎
藤
一 

芝
原
由
松 

野
崎
治
良
兵

エ 

田
中
須
弥 

 
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

※
祠
堂
回
向
の
方
は
、
当
日
、
三
門
に
て

必
ず
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 
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初
盆
特
別
施
餓
鬼
の
ご
案
内 

初
盆
と
は
、
満
中
陰
（
四
十
九
日
）
が
過
ぎ
、
初
め
て
迎
え
る
お
盆

の
事
を
指
し
ま
す
。
特
に
大
事
な
方
が
、
お
浄
土
か
ら
初
め
て
お
帰

り
に
な
る
お
盆
は
、
手
厚
く
供
養
す
る
の
が
本
義
で
す
。
西
福
寺
の

お
盆
行
事
と
し
て
は
、
大
寄
の
祠
堂
施
餓
鬼
や
、
水
向
け
施
餓
鬼
は

広
く
知
ら
れ
て
い
て
檀
信
徒
以
外
の
方
々
も
お
参
り
さ
れ
て
賑
わ
い

ま
す
が
初
盆
の
行
事
と
し
て
は
意
味
合
い
が
違
っ
て
き
ま
す
。
縁
故

寺
院
の
檀
家
さ
ん
の
初
盆
供
養
は
其
々
の
菩
提
寺
で
供
養
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
西
福
寺
の
檀
信
徒
の
初
盆
供
養
は
特
別
に
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

大
勢
の
方
々
の
要
望
も
あ
り
、
大
寄
法
要
の
午
後
、
左
記
の
如
く
、

初
盆
特
別
施
餓
鬼
を
奉
修
致
し
ま
す
。 

記 

一
、
日  

時 

八
月
九
日
㈬
午
後
一
時
よ
り
仮
御
堂
に
て 

一
、
対  

象 

昨
年
の
大
寄
法
要
～
今
年
の
大
寄
法
要
ま
で
に
満
中

陰
が
済
ん
だ
精
霊
（
満
中
陰
が
済
ん
で
い
な
い
精
霊

は
明
年
が
初
盆
と
な
り
ま
す
。
） 

一
、
回
向
料 

 

一
、
申  

込 

別
紙
申
込
用
紙
に
て
七
月
末
日
ま
で
に
回
向
料
を
添

え
て
寺
務
所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

以
上 

 

情
は
人
の
た
め
な
ら
ず 

情
は
人
の
た
め
な
ら
ず
の
意
味
が
、

人
に
情
を
か
け
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の

た
め
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
、
人
に
情
を
か

け
る
こ
と
は
、
自
分
に
良
い
こ
と
が
巡

っ
て
く
る
と
言
う
の
が
本
来
の
意
味
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
は
、
実
は
自
分

の
た
め
な
の
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
説
か

れ
た
「
因
果
応
報
」
の
教
え
な
の
で
す

。 

「
慈
悲
は
人
の
た
め
な
ら
ず
、
廻
り

回
り
て
我
が
身
の
た
め
」
と
言
う
言
葉

と
同
じ
で
す
。
こ
こ
で
言
う
慈
悲
の
心

と
は
追
善
の
こ
と
で
す
。
追
善
と
は
追

善
供
養
、
即
ち
お
盆
や
彼
岸
の
廻
向
。

年
回
法
事
や
月
参
り
等
々
の
故
人
に
対

す
る
供
養
で
す
。 

桃
栗
三
年
柿
八
年
と
言
い
ま
す
が
、

蒔
い
た
種
は
必
ず
生
え
て
き
ま
す
。
廻

り
回
り
て
、
そ
の
人
に
、
そ
の
家
に
必

ず
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
す
。 

追
善
供
養
の
功
徳
は
「
七
分
獲
一
」（
ひ

ち
ぶ
ん
ぎ
ゃ
く
い
つ
）
と
言
い
、
お
供
養

の
功
徳
を
七
と
す
る
と
、
そ
の
七
分
の
一

が
ご
先
祖
に
及
び
、
残
り
の
七
分
の
六
が

供
養
し
た
人
に
及
ぶ
と
あ
ら
ゆ
る
仏
典

に
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

佛
に
供
養
し
、
先
祖
供
養
す
る
と
、
佛

が
先
祖
が
、
七
分
の
六
も
の
功
徳
を
私
に

振
り
向
け
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

七
分
の
六
も
の
果
報
を
受
け
る
わ
け

で
す
か
ら
、
先
祖
供
養
を
、
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
亡
き
霊
が
果
報
を
う
け
な
い
こ

と
は
勿
論
、
残
さ
れ
た
者
も
果
報
は
０

（
ゼ
ロ
）
の
た
め
、
幸
せ
が
逃
げ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。 

追
善
供
養
と
は
廻
り
回
り
て
我
が
身
の

た
め
で
す 

 

※
但
し
こ
の
施
餓
鬼
は
西
福
寺
の
檀
家
の
み
が
対
象
の
お
勤
め
で
す
。 

※
初
盆
特
別
施
餓
鬼
は
大
塔
婆
に
て
諷
誦
文
供
養
の
特
別
回
向
を
致

し
ま
す
。
施
主
親
族
は
勿
論
、
初
盆
精
霊
に
深
い
ご
縁
の
有
る
方

も
ご
供
養
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

※
初
盆
精
霊
以
外
の
回
向
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

 

振
り
向
け
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。 

七
分
の
六
も
の
果
報
を
受
け
る
わ

け
で
す
か
ら
、
先
祖
供
養
を
、
お
ろ
そ

か
に
す
る
と
亡
き
霊
が
果
報
を
う
け

な
い
こ
と
は
勿
論
、
残
さ
れ
た
者
も

果
報
は
０
（
ゼ
ロ
）
の
た
め
、
幸
せ
が

逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す

ね
。 追

善
供
養
と
は
廻
り
回
り
て
我
が

身
の
た
め
で
す
。 

 

                                         

                                         

故 

濱
野 

弘
樹
さ
ん 

故 

保
花 

喜
多
二
さ
ん 

故 

上
野 

齊
さ
ん 

故 

中
村 

幹
彦
さ
ん 

故 

中
村 

忠
さ
ん 

故 

寺
西 

美
代
子
さ
ん 

故 

上
田 

キ
ヨ
子
さ
ん 

故 

村
井 

や
ゑ
子
さ
ん 

故 

窪
田 

美
知
子
さ
ん 

故 

上
田 

菊
江
さ
ん 

故 

田
中 

み
よ
子
さ
ん 

故  

奥 
 

五
郎
さ
ん 

故 

岸
本 

愛
子
さ
ん 

 

今
年
度
初
盆
を
お
迎
え
の
精
霊 

初
盆
特
別
施
餓
鬼 

一
霊 

金
弐
萬
円
也 

 

※
西
福
寺
の
檀
家
の
み
が
対
象
で
す 
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【各
種
教
室
の
ご
紹
介
】 

◎
書
道
教
室 

月
二
回
・週
末
講
師 

井
上
白
紗 

一
回 

千
円 

◎
ヨ
ガ
教
室 

第
二
・
四
金
曜 

講
師 

川
島
香 

一
回 

千
円 

 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト 

◎
華
道
教
室 

第
二
・四
木
曜
講
師 

甫
里
定
榮 

 

月
謝 

二
千
円 

花
代 

各
千
円 

                                         

 

 
西
福
寺
修
復
事
業
積
立
金 

寄
進
者
御
芳
名
（
五
回
目
掲
載
） 

愛
知 

葉
原 

福
岡
県 

兵
庫
県
西
方
寺 

長
浜
市 

大
野
市
善
導
寺 

 

東
京
都 

神
奈
川
県 

竹
内
理
容
店 

様 
森
下 

テ
ル
子 

様 
金
子 
開
富 

様 

貴
田 

善
澄 
様 

松
橋 

寿
造 
様 

大
門 

俊
正 

様 

（三
回
目
） 

田
中 

愛
子 

様 

朝
倉 

正
文 

様 

  

一
万
円 

五
万
円 

千
円 

十
万
円 

一
万
円 

三
万
円 

 

三
千
円 

一
万
円 

※
右
、
御
芳
名
を
記
し
、
西
福
寺
修
復
事
業
に
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
寄
進
者
に
対
し

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

什
物
特
別
寄
進
者
御
芳
名 

 
 

   

 

○
切
妻
型
大
型
テ
ン
ト
一
張
り 

 

 
為
総
代
退
任
記
念
・
奥
田
家
先
祖
代
々
供
養 

 
 

 
 

 
 

 

施
主 

 

奥
田 

敏
明
様 

 

大
修
復
工
事
に
伴
い
、
御
影
堂
は
入
室
不
可
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
仮
御
堂
の
位
置
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

※
仮
御
堂
に
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
山
内
工
事
中
に
付
き
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
越
の
秀
嶺
十
五
弁
三
ツ
葉
葵
紋
刺
繍 

夏
用
大
師
七
条
袈
裟 

二
十
肩 

為
亡
父 
浄
池
院
清
譽
智
蓮
義
昭
居
士 

追
善
供
養 

 
 

 
 

施
主 

 

川
田 

克
己
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
田 

昭
子
様 

※
西
福
寺
什
物
と
し
て
永
く
大
寄
法
要
並
び
に 

大
法
要
等
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

※工事中の場所 
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時
折
、
奉
賛
会
の
事
務
を
お
手
伝
い
し
て
い

る
松
尾
と
申
し
ま
す
。 

数
年
前
、
娘
と
ス
ダ
ジ
イ
の
実
を
拾
い
に
来
た

の
を
き
っ
か
け
に
西
福
寺
に
遊
び
に
く
る
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

「
せ
っ
か
く
ご
縁
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
お
寺

の
魅
力
を
自
分
な
り
に
感
じ
て
み
た
い
」 

と
い
う
思
い
か
ら
、
訪
れ
る
毎
に
境
内
を
一
周

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
建
物
の
こ
と
も
仏
教
の
こ
と
も
全
く
の

素
人
で
す
。 

そ
の
た
め
か
、
植
物
の
季
節
ご
と
の
変
化
や
生

き
物
を
、「
何
と
な
く
観
察
す
る
」
の
が
自
分
の

場
合
、
性
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

栽
培
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
品
種
の
樹
木
だ
け
で
な

く
、
雑
草
的
な
も
の
も
ゆ
っ
た
り
観
察
で
き
る

さ
じ
加
減
と
寛
容
さ
を
、
と
て
も
魅
力
に
感
じ

て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
駐
車
場
に
咲
い
て
い
た
タ
ン
ポ
ポ

が
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
で
な
か
っ
た
と
き
は
、
地
味

に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。（
西
洋
タ
ン

ポ
ポ
と
日
本
タ
ン
ポ
ポ
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
） 

水
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
も
い
い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

な
ん
と
言
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、 

「
質
の
い
い
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
た

ら
大
変
心
地
よ
く
、
普
段
意
識
し
て
な
か
っ
た

疲
れ
が
ど
ど
ー
っ
と
表
出
し
て
き
て
、
ぐ
っ
す

り
眠
っ
て
朝
に
な
っ
て
い
た
」 

そ
ん
な
力
が
こ
の
お
寺
に
は
あ
る
の
で
は
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
近
は
、
庭
の
外
に
で
て
、
滝
つ
ぼ
ま
で
登
る

の
が
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ス
リ
ッ
パ
を
は
き
替
え
て
わ
ず
か
数
十
歩
と
、

少
し
の
距
離
な
の
で
す
。 

な
の
に
景
色
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
が
面
白
い

で
す
。 

滝
つ
ぼ
（
小
さ
い
で
す
）
に
は
イ
モ
リ
が
住
ん

で
お
り
、 

「
今
日
は
い
る
か
な
」 

な
ど
と
、
い
つ
も
な
ん
と
な
く
の
ぞ
い
て
み
ま

す
。 

「
別
の
場
所
に
も
赤
い
色
が
ち
ょ
っ
と
つ
い
て

い
る
イ
モ
リ
が
い
る
か
ら
探
し
て
ご
ら
ん
」 

と
の
貴
重
な
情
報
も
二
橋
住
職
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
早
く
そ
の
イ
モ
リ
も
見
つ
け
て
み
た

い
で
す
・
・
・ 

他
に
は
、
池
に
亀
が
い
る
こ
と
に
も
気
づ
き

ま
し
た
。
池
の
石
の
上
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
足
音
が
す
る
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
池
へ
退
散
す
る
の
で
、
最
近
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
の
で
す
。 

自
分
の
落
ち
着
き
の
点
数
を
試
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
不
思
議
な
気
分
に
な
り
ま
す
。 

 

取
り
留
め
な
く
素
人
目
線
の
お
寺
の
魅
力
を

書
い
て
み
ま
し
た
。
毎
日
慌
た
だ
し
く
過
ご
し

て
い
る
の
で
、
お
寺
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
発
見

が
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
気
分
転
換
に
な
っ
て

い
ま
す
。
事
務
の
方
も
き
ち
ん
と
お
役
に
立
て

る
よ
う
が
ん
ば
り
な
が
ら
、
密
か
に
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

『水
の
音
に
み
ち
び
か
れ
』 
  

 
 

 
 

 
 

 

松
尾 

智
佳 

対のイモリを見ると幸

せになる、、、どなたか

らか聞きましたがご存

じでしたか？ 

親ガメの背中に子ガ

メの景色も時々見ら

れます。この日は親ガ

メのみ。 

作：松尾佑一 
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《第
二
回 

西
福
寺
文
化
財 

修
復
事
業
奉
賛
会
総
会
報
告
》 

 

令
和
五
年
六
月
三
日
㈯
、
西
福
寺
書
院
に
て
奉

賛
会
会
員
七
十
三
名
中
、
五
十
三
名
（
委
任
状
含

む
）
の
出
席
を
得
て
第
二
回
西
福
寺
文
化
財
修

復
事
業
奉
賛
会
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

開
会
に
先
立
ち
、
二
橋
住
職
か
ら
「
昨
年
五
月

に
奉
賛
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
一
人
で
も
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
何
と
し
て
も
こ
の

大
事
業
を
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と
懇
願
さ

れ
ま
し
た
。 

髙
木
会
長
か
ら
は
「
西
福
寺
は
敦
賀
の
宝
で
あ

り
、
皆
様
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
御
影
堂
の
完

成
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
。
国
、
県
、
市
へ
の
ご

協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
米
澤
敦
賀
市
長
か
ら
は
「
敦
賀
市

と
し
て
の
文
化
財
で
も
あ
り
、
心
の
よ
り
所
で
も

あ
る
西
福
寺
の
令
和
の
大
修
復
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
心
強
い
お
言
葉
を
賜
り
ま
し

た
。 力

野
福
井
県
議
会
副
議
長
か
ら
は
「
新
幹
線
開

業
に
あ
わ
せ
て
、
敦
賀
市
の
事
業
者
や
市
民
の

皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
、
令
和
の
大
修
復
を

観
光
資
源
と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
考
え 

来
賓
と
し
て
堀
井
県
議
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

山
崎
正
昭
参
議
院
議
員
、
滝
波
宏
文
参
議
院
議

員
か
ら
の
祝
電
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
報
告 

 

◎
第
二
号
議
案 

令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
に
つ
い
て 

共
に
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

◎
令
和
五
年
度
事
業
計
画
は
二
つ
が
柱
で
す
。 

一
、
広
報
活
動
の
推
進 

○
西
福
寺
の
素
顔
（
国
の
重
要
文
化
財
・
敦
賀
市

の
宝
・
観
光
の
拠
点
・
心
の
安
ら
ぐ
浄
域
・
人
の

集
う
安
楽
の
聖
地
）周
知
の
た
め
の
活
動
継
続 

○
二
〇
二
四
年
春
の
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、

敦
賀
の
観
光
地
と
し
て
「
東
の
気
比
神
宮
、
西
の

西
福
寺
」と
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
活
動

継
続 

二
、
浄
財
勧
募
の
お
願
い
活
動 

○
会
員
相
互
に
連
携
し
て
勧
募
の
お
願
い
活
動

の
推
進 

○
会
員
を
募
り
「
普
請
衆
力
」
（
皆
で
力
を
あ
わ

せ
て
）ご
縁
の
輪
の
拡
大 

 

閉
会
挨
拶
で
は
、
川
上
副
会
長
か
ら
「
活
動
方

針
の
二
つ
の
柱
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

指
定
寄
付
制
度
も
勧
募
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
力
強
く
締
め
て
い
た
だ
き 

            

奉
賛
会
だ
よ
り
⑤ 

ま
し
た
。 

西福寺書院での総会風景と開会にあたり挨拶される髙木会長 

米澤市長 

締めの挨拶をされた川上副会長 

て
は
」
と
具
体
的
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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【各
種
教
室
の
ご
紹
介
】 

◎
書
道
教
室 

月
二
回
・週
末
講
師 

井
上
白
紗 

一
回 

千
円 

◎
ヨ
ガ
教
室 

第
二
・
四
金
曜 

講
師 

川
島
香 

一
回 

千
円 

 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト 

◎
華
道
教
室 

第
二
・四
木
曜
講
師 

甫
里
定
榮 

 

月
謝 

二
千
円 

花
代 

各
千
円 

 

八
月
三
日
㈭ 

四
日
㈮
各
朝
六
時
～ 

 

八
月
八
日
㈫
～
九
日
㈬ 

 

八
月
十
一
㈮
～
十
五
日
㈫ 

 
八
月
二
十
三
日
㈬
十
三
時
～ 

 

九
月
三
日
㈰
は
お
休
み
し
ま
す 

 

十
月
一
日
㈰
十
四
時
～ 

 

十
月
三
日
㈫
十
四
時
～ 

 

十
一
月
三
日
㈮
十
四
時
～ 

 

十
一
月
十
八
日
㈯
十
三
時
半
～ 

 

十
二
月
三
日
㈰
十
四
時
～ 

 

十
二
月
三
十
一
日
㈰ 
 

一
月
一
日
㈪ 

 

今
後
の
行
事
予
定 

【暁
天
講
座
】 

  

【大
寄
法
要
】 

 

【棚
経
】 

 

【浄
焚
式
】 

 

【別
時
念
佛
法
話
の
会
】 

 

【特
別
納
骨
施
餓
鬼
会
】 

 

【別
時
念
佛
法
話
の
会
】 

 

【別
時
念
佛
法
話
の
会
】 

 

【十
夜
法
要
】 

 

【別
時
念
佛
法
話
の
会
】 

 

【除
夜
の
鐘
】 

 

【修
正
会
】 

         

寺
務
所
通
信 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に

よ
り
各
法
要
行
事
等

の
変
更
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
西
福
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

                        
 

                 

    
 

編
集
兼
発
行
人
・
二

橋

信

玄 

発
行
所
・
敦
賀
市
原
十
三-

七 

 

西
福
寺
寺
務
所 

電 

話
・（
０
７
７
０
）
２
２-

３
９
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・（
０
７
７
０
）
２
２-

４
９
８
９ 

メ
ー
ル
・sa

ifu
kuj

i@t
mt.

ne.
jp 

【各種教室】 

  

  

◎
ヨ
ガ
教
室
： 

川
島
香 

第
二
・
四
金
曜 

一
回
千
円 

  

◎
華
道
教
室
： 

甫
里
定
榮 

第
二
・
四
木
曜 

月
謝
二
千
円 

花
代
各
千
円 

 

◎
書
道
教
室
： 

井
上
白
紗 

月
二
回
週
末 

一
回
千
円 

  

山門前の工事管理棟 

大 原 山 アルバム 

御影堂覆屋の基礎工事 

拡張工事された山門脇の道路 

6月 21日 堤 新副市長と懇談 

6月 21日 文化庁文化財調査官と懇談 

5月 9日 日本 PS新入社員研修 

※
一
ペ
ー
ジ
参
照 

※
二
ペ
ー
ジ
参
照 


